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指 揮：西岡茂樹

ピアノ：西岡恵子山岸陽子

リコーダー：白木絵美野呂朝子

賛助出演：豊中混声合唱団豊中ユース合唱団

後 援：豊中市教育委員会大阪府合唱連盟

日本合唱指揮者協会K側

ママズ＆パパス
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プログラム

ジブリ大好き1 ． ． ． 豊少十ユース ピアノ：西岡恵子

‘《となりのトトロ''より 「となりのトトロ」

‘撒の宕急鹿”より 「やさしさに包まれたなら」

‘猫の恩返し”より 「風になる」
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2．白いうた吉いうた ．

・しらかば

・ぶどう摘み

・なまずのふろや

・南海譜

ユース

詩：谷川雁曲：新実徳英

ピアノ：西岡恵子

3．北越戯譜抄 ・ ・ ・ 豊少

・正月さまのうた

・羽根つき

.あそびうた

・お手玉うだ

・ふうせんつきうた

．まりつきうた

柴田南雄作曲

intermission

4．三善晃合唱曲集

・豊中少年少女合唱団・団歌 ． ．

・小鳥の旅

害少 詩；三雲男

ピアノ：西岡恵子

･雪

･朧月夜

･雪の窓辺で

豊少十ユース＋豊混十ママス＆パパス

ピアノ：山岸陽子

5．ファーブルさん

･ I

．Ⅱ

。Ⅲ

．Ⅳ

・V

少室
一
三

詩：長田弘曲：萩京子

ピアノ：西岡恵子

リコーダー：白木絵美野呂朝子
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ごあいさつ

本日はお忙しい中、豊中少年少女合唱団の第2回定期演奏会にお越しくださり、誠にあり

がとうございます。

当団は、日本の合唱人□がどんどん先細る中、 「子供達に合唱の素I冑らしさを伝え､合唱の

未来を明るいものにしていこう」という豊中混声合唱団の支援により、2001年2月に設立

されました。以来、子供だからこそ、いつまでも人の心に残る《本物の歌》を選りすぐって

歌うことにより、私たち自身の心を豊かにし、また聴いてくださる方々ともその感動を分か

ち合うことを活動の基本に据えて、歌い続けてきました。

おかげさまで、この姿勢に共感してくださる方ﾉﾏのご声援により、少しずつ団員も増え、

一年前の第1回定期演奏会の時は19名だった団員も、今は33名までになりました。

そして、今回の第2回定期演奏会では、さらにもう一つの私たちの姿勢をはっきりと打ち

出すことができました。それは「委嘱活動」です。

児童合唱の世界に飛び込んで､まず痛感したのは、 「音楽的に充実しており｣､なおかつ｢少

人数でも歌え｣､さらに｢高度な技術力が無くても歌える｣曲がとても少ないということです。

そこで、日本には素晴らしい作曲家がたくさん活躍しておられるので、その方々に上記のよ
うな曲を新しく創ってもらうことにしました。

そして、夢のようなことに、三善晃先生には団歌を、そして萩京子先生には「ファーブル

さん」を創ってもらうことができ、本日、お披露目をさせていただくことになりました。

三善先生については、そもそもこの合唱団が三善先生の曲を歌うことを契機に創設された

という経緯から、いわば合唱団のバックボーンとして、ずっと歌い続けております。恐る恐
るお願いした団歌の作詞・作曲も快く引き受けてくださり、ほんとうに私たちにぴったりの

団歌ができました。普段の練習において、日常的に歌い続けていきたいと思っております。
萩先生との出会いは、女声合唱アルモニ・レジュイがクラリネット伴奏を委嘱した宮澤賢

治の詩による「風がおもてで呼んでゐる」を歌った時からです。こんにゃく座での活動に裏
打ちされた、大地にしっかりと根をおろしたような信頼感と「うた」の原点にふれ、子供達
はすっかり虜になってしまいました。

「ファーブルさん」の詩の提案を受けたとき、多少の檮曙はありましたが、萩先生の『ペ
ンには、釣り針についたエサのように、血まみれの、魂のきれはしがついている』ことを信

じていましたし、きっと『血の通った言葉でしか書か』れないと思ったので、 「是非、この詩
で」とお願いしました。

ご多忙により、曲の完成が演奏会間近であったため、十分に練習することができなかった

のが心残りですが、ベストを尽くして取り組みましたので、どうか暖かく聴いてやっていた

だけると幸いです。

最後に、当団は、子供だけで歌うのではなく、大人の「豊混」や高校生の「豊中ユース合

唱団｣、さらには保護者の「ママス＆パパス」とも共に歌う機会があることが一つの特徴とな

っており、今回も第4ステージでその企画をお聴きいただくことになっております。社会の

縮図のようなこのステージもまた、私たちの貴重な財産です。

それでは､未熟な演奏ではございますが､どうぞ最後までごゆっくりとお聴き下さいませ。

豊中少年少女合唱団

指揮者西岡茂樹
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◆プログラムノート

1．ジブリ大好き！

「となりのトトロ」の主人公“サツキ”は小学生で“メイ”は4歳、 「魔女の宅急便」の主人公

“キキ”は中学生の年代、 「猫の恩返し」の主人公“ハル”は高校生です。

幼稚園から中学生までいる“豊中少年少女”と高校生の“豊中ユース”が合同で、年代順に3

曲を歌います。けれど、何を歌っても、ちびっこが一番、元気だったりして． ． 、

2．白いうた吉いうた

作曲家の新実徳英氏と詩人の谷川雁氏のコラボレーションにより、多くの愛すべき小品が生ま

れていますが、今日は、その中から4曲を、豊中ユースの若い爽やかな歌声でお聴きください。

先に音が作られ、それに歌詞をつけるという、通常とは逆の方法で作られた曲ということです

が、それでいて音と言葉は美しく寄り添い、そして何よりも音楽がとても自然に流れるところが

何とも不思議です。

3．北越戯譜抄

新潟県長岡市周辺に伝わる童歌を素材に構成された曲です。童歌は、もとの姿をゆがめること

なく五線譜に書きとめられています。その素材を指揮者が自由に組み合わせてシアターピースを

演出することができます。たくさんの曲がおさめられていますが、今日は、その中から6曲を選

び、実際に遊びをしながら歌います。

昔から伝わっているはずの遊びも、今の子供達には縁が遠いようで、羽根突きがバトミントン

になったり、風船つきがバレーボールになったりと大騒ぎでした。公民館主催のお手玉教室にも

参加して、 “勉強”したのでした。

去年の豊混定期で、柴田南雄作曲の「みなまた」に賛助出演し、シアターピースをちょっぴり

体験しましたが、今日は自分たちだけの本格的な舞台。さてさて、どんなハプニングが起こるこ

とやら・ ・ ・

4．三善晃合唱曲集

①豊中少年少女合唱団．団歌

団員の彼らの顔を思い浮かべ、戴いた写真や手紙をときどき見ながら書きました。

明るさの典型のようなハッピーな子供像は、いま決して描けず、

彼らにその像をおしつけるのは無責任な大人たちだけだと思いました。

不安や涙を知ったうえで、勇気や笑いを持ってほしい、そんな気持ちで書きました。

無言でいるとき、独りでいるとき、

自分の胸の鼓動だけは「生きていること」を教えてくれる。

それが希望すること、夢を紡ぐことも知っている。

それを、みんなで確かめてほしいと思いました。一みんなで歌い合うことによって。

2003年9月28日 三善晃

3



②小鳥の旅

日本には、南から北から、多くの渡り鳥が訪れます。小さな翼を懸命に羽ばたかせて遠く海

を越えてやってくる鳥たちに、私たち自身の夢や希望を重ね合わせて歌います。かなり長い歌

で、最初は手こずりましたが、一旦、身体に入ると、もう子供達は虜になってしまいます。

③雪④朧月夜

「茶摘み」「紅葉」「夕焼小焼」と合わせて「唱歌の四季」という曲集の中に、収められてい

ます。この手の編曲の中では、おそらく最高峰のものでしょう。ママス＆パパス、豊中ユース、

豊中混声と共に、総勢約90名の大合唱でお聴きください。

⑤雪の窓辺で

年末の豊中市合唱祭で、毎年、豊少の子供とママス＆パパスが、同じ舞台で共に歌っている

曲です。降り積もる雪を眺めながら「今年もいろんなことがいっぱいあったね」と親子が共に

歌えるのは､本当に幸せなことです｡今日は､豊中ユースと豊中混声にも加わってもらいます。

5．ファーブルさん

『ファーブルさん』について

，

萩京子

なにかのきっかけでファーブルの心に触れると、人はファーブルを忘れることができなくなり

ます。『ファーブルさん』の詩人、長田弘さんもそのひとりだと思います。かくいう私もそのひと

りです。ファーブルは大きな人間ですね。今はもう、あまりいなくなってしまったスケールの大

きな人間です。科学者の目と、詩人の心を持っています。粘り強く、誇り高い心を持ったファー

ブル｡小さな虫たちを見つめつづけた人､フアーブルに思いを馳せると､無限の時間を感じます。

長田弘さんの『ファーブルさん』は、口当たりのいい詩ではありません。やさしさと攻撃性を

秘めていて、4行ずつお行儀良＜並んでいる字の隙間から、 「いま」という時代をにらんで、20

世紀に反省を促しています。そして「いま」はもう、ファーブルさんから遠く離れた21世紀に

なってしまいました。

豊中少年少女合唱団のみなさんのために、どんな詩を選んだらいいのだろう、と、歌にするた

めの詩を探しているとき、この『フアーブルさん』が気になり始め、いくらなんでもこの詩は手

ごわいと思いながらも、この詩に決めました。

小さなみなさんには、なにを言っているのか、すぐにはわからないところもあるでしょう。で

もいつか、なにかのはずみに、ひとつのフレーズが心の中で立ち上がってくるときがあるはずで

す。 「じぶんの人生はじぶんできちんとつかわなければならない」とか、 「理解するとは、はげし

い共感によって相手にむすびつくこと｡」とか、 「この地上で、生きる理由と究極の目的をじぶ

んのうちにしかもたないものなんてない」とか、・ ・ ・ ． ．ああ、なんて歌いにくいことでしょう1

でも、深いことばです。

ファーブルヘの思いと、詩への共感から出発しましたが、歌って楽しく、聴いて楽しいもので

あってほしいと思って作曲しました。小さな虫たちの生きるリズム、そのさまざまな彩りを感じ

ていただければと思います。
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◆萩京子（はききょうこKyokoHagi)プロフイール

1956年東京生まれ。 1978年、東京芸術大学音楽学部作曲科卒業。オペラシアターこんに

ゃく座･音楽監督｡おもなオペラ作品、 『北守将軍と三人兄弟の医者』『金色夜叉』『ガリバー』『□

はロボットの□』『にごりえ』など。オペラ以外の作品では、合唱曲『飛行機よ』『朝のパン』『き

もちのふかみに』『地図にない川』。ピアノのための『12の前奏曲』、宮澤賢治の作品にもとづく

合唱劇作品群『よだかの星』『どんぐりと山猫』『注文の多い料理店』など。最新作はひとりかた

りオペラ『走れメロス』。古今東西の詩によるソングも多数。その他、前進座『かんがえるカエル

＜ん』、劇団仲間『カモメに飛ぶことを教えた猫』等、劇音楽も多い。

CDIHELP!』『萩京子作品集・よだかの星』『□はロボットの□』がコジマ録音より、『北守将軍

と三人兄弟の医者』がfontecより、リリースされている。

◆アンリ。ファーブルの生涯

南フランスの片田舎サン・レオンに生まれる。家は、たいへん貧しい農家だ

ったので、すぐにおじいさん・おばあさんの家にあずけられた。

お父さんは簔家をやめて都会に引っ越し、カフェを開業した。けれど何度や

っても失敗した。アンリは、聖歌隊で賛美歌を歌いながら、勉強を続けた。
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お父さんはカフェをあきらめて田舎に帰っていった。アンリは働いて一人で

生活をした。しかし、そんな苦しい中でも、決して勉強はやめなかった。食

事を抜いて本を買うこともあった。

アヴィニョンの師範学校に一番で合格。学費を払わないで勉強することがで

きるようになった。

1839年

（15才）
~~~~

一■

カルパントラの町の小学校の先生になった。教え方が上手だったので、大評

判になった。

1842年

（18才）
ﾛ■凸凹■⑭＝■凹凸一型凸凹■■■■酉…函…■園一面…■圃一●H－

~~~~~ ~~~~

1844年(20才） 小学校の先生をしていたマリーと結婚した。
凶凸凹画一■…四四~~~~~~~~~~~~~~~~~~

コルシカ島の中学校の先生になった。コルシカ島にはめずらしい植物や昆虫

がたくさんあった。

1849年

（25才）
~~~~~~~~~~~~~

アヴィニョンの高校の先生になった。ハチの研究を発表し、立派な賞を受賞

したが、あいかわらず一家は貧乏だった。

古い考えの人たちからいやがらせを受け続け、ばからしくなったので先生を

やめて、昆虫の研究に専念することにした。でも貧乏だったので、わかりや

すい科学の本を書いて生計をたてた。
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セリニャン村に引っ越して、木や草の生い茂った野原の中の一軒家を買い、

アルマス（荒れ地）と名付けた。昆虫記・第一巻を出版した。

奥さんのマリーが死亡。2年後に村のジョゼフイーヌ（23才）と再婚、彼

女はそれ以降、ファーブルの研究を支え続けた。相変わらずの貧乏。

昆虫記・第十巻を出版した。ようやく認められてきて、お金が入り始めたが、

貧しい人のために使ってくれと言って村に寄付してしまった。
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一▼U寺ﾜ■■■U守丙守戸一■』一一一凸一 ~~

ジョゼフィーヌが48才の若さで死亡。悲しみのあまり、

きりになる。大統領がお見舞いに訪れた。

ファーブル、91年の人生を閉じる。

ファーブルも寝た1912年

（88才）

1915年(91才）

世界33ヶ国をまきこんだ第一次世界大戦。戦死者2000万人

世界60ヶ国をまきこんだ第二次世界大戦。戦死者2200万人
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◆過去一年間の活動 指揮；西岡茂樹

年月日 伴奏 主な演奏曲目ﾀイトル珊所

｢いつも何度でも｣｢風のとおり道」

｢となりのトトロ｣｢さんぽ」

三善晃｢風のとおりみち」

萩京子｢はじめのことば」

「風がおもてで呼んでゐる｣より

三善晃｢雪の窓辺で」

「木とともに人とともに」

林光｢森は生きている｣｢十二月の歌」

2003年
Pf西岡恵子

Pf:山岸陽子

エトレ豊中

ｽﾃｯﾌﾟﾎｰﾙ
第1回定期演奏会

1／19(日）

北爪道夫｢いるか」

三善晃｢風のとおりみち｣より

萩京子｢はじめのことば」

林光｢12月の歌」

Tsugumi音楽教室

小さな音楽会
Pf:西岡恵子3/29(土） ｱｸｱ文化ﾎｰﾙ

春合宿豊中市立少年自然の家4/5～6(日）

三善晃｢風のとおりみち｣より

｢栗の実｣｢かつば｣｢りすの子」

｢仔ぎつねの歌」

Pf:西岡恵子

貝塚コスモス

シァタ一

大ホール

第40回

大阪府合唱祭
6/21（土）

Pf:山岸陽子 三善晃｢葉っぱのフレディ｣初演･合同

第44回豊混

定期演奏会

ｻﾞ･ｼﾝﾌｫﾆｰ

ﾎｰﾙ
柴田南雄｢みなまた」7/5(土）

Pf:西岡恵子 三善晃｢風のとおりみち｣より

｢かつば｣｢りすの子｣｢仔ぎつねの歌」

三善晃｢風のとおりみち｣より

｢かつば｣｢りすの子｣｢仔ぎつねの歌」
豊中市合唱の夕べｱｸｱ文化ﾎｰﾙ7/12(土）

二鎌
夏合宿豊中市立少年自然の家8/27～28(土）

｢もみじ｣｢村まつり｣｢赤とんぼ」

｢小さい秋みつけた｣｢さとうきび畑」

柴田南雄｢北越戯譜｣より

｢となりのトトロ｣｢やさしさに包まれた

なら｣｢風になる｣(豊申ユースと共演ソ

豊中市中央

公民館集会室

豊中市中央

公民館集会室
Pf西岡恵子公民館祭り10/11（土）

三善晃｢葉っぱのフレディ」
豐或混声合唱団､薑1戸ユース合眉団

豊中市民会館

大ホール

第1回

豊中市芸術祭
Pf:山岸陽子11／2(日）

｢荒野のはてに｣｢きよしこの夜」

｢あわてんぼうのサンタクロース」

Pf西岡恵子

Pf:野々山恵
YMCAクリスマス会豊中教会12/6(土）

’
柴田南雄｢北越戯譜｣より

｢羽根つき｣｢ふうせんつきうた」
三善晃｢雪の窓辺で｣察謹言と共演

P倍西岡恵子豊中市合唱祭ｱｸｱ文化ﾎｰﾙ12/7(日）

豊少クリスマス会愛光幼稚園12/20(土）
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◆豊中少年少女合唱団・団員名簿（五

浅野紗也賀（小4）

私は1年生の時から、ならい始めました。今回は

第2回目の定期えんそう会で、私はとてもはりき

っています｡なぜかというと、1番最後に歌う「フ

ァーブルさん」は歌の中で1番好きだからです。

心をこめて歌うのでどうぞ聞いてください。

浅野真利奈（小3）

わたしは、合唱団に入って4年目です。今度、歌

う中で「ファーブルさん」は大好きだけど、とて

も難しいです。いっしょうけんめい練習して、も

っとじょうずになりたいです。ていきえんそう会

をとても楽しみにしています。みなさんもどうぞ

楽しんでください。

伊東克昌（小5）

ぼくの好きなスポーツは「テニス」と「サッカー」

です｡合唱もまだまだじょうずとは言えませんが、

歌っている時はとても楽しいです。先生がやさし

いということが練習に行く楽しみの一つです。

「ファーブルさん」では1番と2番が好きです。

これからもたくさん練習してもっと上手になりた

いと思います。

伊東沙祐里（小6）

この合唱団に入ってまだ一年にもなりませんが、

毎週の練習はとても楽しく通っています。練習会

場までは少し遠いのですがいつも自転車に乗って

行っています。歌っている時は心の中が「無」に

なってとても気持ちいいです。

岩田知佳（小3）

私にとって初めての定期演奏会で、とってもドキ

ドキです。音楽が好きで、特に歌が大好きです。

－番好きな歌は「風になる」です。歌詞はおぼえ

にくいけど、メロディーが好きです。がんばるの

で最後まで聞いて下さい1 1

内賀島潤（小3）

ぼくは工作が大好きです。そして同じくらい歌も

好きです｡今回歌う曲の中で､一番楽しみなのは、

豊中混声合唱団といっしょに歌う『おぼろ月夜』

です。豊混さんといっしょに歌うと、とてもはく

(五十音|||頁）

力があって、なの花畑の風景が頭にうかびます。

内賀島仁美（小6）

私は入院していたので、今回は客席での応援です。

萩京子さんが作ってくださった「ファーブルさ

ん」がどんな曲なのかとっても楽しみです。みん

ながんばれ－1

江頭汰明（小2）

ぼくは､空手と習字と野球が大好きです｡合唱は、

みんなで声を合わせて歌うと心がうきうきして

くるのでとても楽しいです。ファーブルさんの歌

を一生けん命練習しました。トトロや猫の恩返し

も元気に歌いたいです1

江頭舞（小6）

私の好きなことは、パソコンと手紙を書くことと

寝る事（笑）です。私は、ファーブルさんの4番

が好きです。でも5番も好きです。団歌は合唱団

にとても合っていると思います。みんなとっても

仲良しです。がんばって歌うので、聞いてくださ

いっ！☆☆☆三

大竹沙結梨（小1）

1年の4月から入りました。先生やおねえさんた

ちは、とてもやさしいです。わたしが、とくにす

きなうたは「だんか」と「小とりのたび」です。

「ファーブルさん」もいっしょうけんめいれんし

ゅうしました。

河中彩子（小5）

私は、小さいころから合唱団にはいっています。

私たち、豊中少年少女合唱団は仲良しです1仲良

し度は、－番です！私の一番好きな歌はファーブ

ルさんです。虫たちの事をとっても大切にしてい

たファーブルさんの歌です。

河中季子（中2）

私は前に所属していた合唱団とあわせて8年間

合唱をしています。歌が大好きです！今回の定期

演奏会ではファーブルさん、団歌はもちろん他の

曲も皆さんに喜んでいただけるように努力しま

した。今日はその練習した成果を発揮したいです。

7
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窪野翔太（小5）

ぼくは、がつしようをやってまだ早いです。ぼく

が好きな歌は、 「やさしさに包まれたなら」です。

だから知らないことがあればいろいろ教えてく

ださい。ぼくは、はじめてのえんそう会なので、

うまく発表できたらいいなぁと思います。

小林真由美（中3）

私は中3で、もう豊中少年少女合唱団を卒業しま

すが、最後に『ファーブルさん』という曲を歌え

て嬉しいです。この曲は、歌詞と音が難しいです

が、楽器が色々入り、とても良い曲です。みんな

一生懸命練習してきたので、楽みにして間いてく

ださい！

高橋良寛（小1）

みんなとうたうと、たのしいです。ぼくのすきな

うたは、ファーブルさんのきよくです。ファーブ

ルさんが、虫をあいしたことがつたわるように、

うたいます。

玉田真由（小2）

わたしが一番好きな歌は、はじめのことばです。

－番好きなくん強は、算数です。わたしのしゅみ

は、本を読むことです。ファーブルさんの歌を弟

も歌っています。 （とくに一番）だい2回えんそ

う会もがんばりたいです。

千熊啓介（小4）

得意なことは、リコーダーです。合唱団で歌う曲

も、家で吹いたりしてます。合唱団は、合宿が楽

しかったです。演奏会の前は、練習が増えて大変

でした。 「ファーブルさん」の5番が気に入って

います。

中井靖子（中3）

舂からいよいよ高校生になります。今回は「ファ

ーブルさん」を世界で初めて演奏します。練習は

大変でしたが、今日聴いてくださるお客様にみん

なと自分の「ファーブルさん」に対する深い思い

が伝わったら良いなと思っています。団歌も胸を

張ってうたいます。中学校で部活、合唱団とやっ

てきたのでもうやめらないとまらない！おばあ

ちゃんになってもうたいます！ ！ ！

中井完（小3）

ぼくの好きなものは三歩あてとドッチボールと

やきたらこといくらとたらこスパゲティーと温

泉です。えんそう会の歌の中では「小鳥の旅」が

好きです。小鳥になった気持ちで歌います。

西岡彩音（年長）

わたしはうたがすきです。わたしはファーブルさ

んがとくいです。すきなうたはゆきとやさしさに

つつまれたならとかぜになるとだんかとファー

ブルさんと小とりのたびです。やさしいみんなと

たのしくうたいます！

西岡友樹（小4）

合唱を聞きにきてくれてありがとうございます。

えんそう会があるまで一生けん命練習をしてが

んばりました。特にファーブルさんという曲は、

とてもいい曲なので好きです。まだ上手じゃない

けどがんばるので聞いてください。

野々山綾（小5）

わたしが今までで歌ってきた中で一番好きな歌

は、 「風になる」です。 「ファーブルさん」はむず

かしい曲だけど、がんばって練習しました。とっ

てもいい曲で歌っていて楽しいです。今日は楽し

く演奏したいと思います。

畠中愛莉（小2）

わたしにとって、はじめてのえんそうかいです。

がつしようの中で一番すきな歌が「トトロ｣です。

ファーブルさんは、とってもいい歌です。ファー

ブルさんをつくってくれてありがとうございます。

濱口優香（小2）

とても元気な小学2年生です｡きょ年の5月に入

団して少しでもうまく歌えるようにがんばってき

ました。定きえんそう会でジブリやファーブルさ

んを歌うのが楽しみです。すきなことは、本を読

むことです。これからもいっしょうけんめい歌っ

ていきます。
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平尾志帆（小2）

わたしは、歌を歌うことと、バレエがすきです。

ごはんを食べる時や、しゆくだいをする時もいつ

も歌を歌ってしまいます。合しよう団では、みん

なと歌えて楽しいです。二回目の定きえんそう会、

がんばります。

堀詩子（中3）

私は、合唱団のみんなと一緒に歌っているときが

一番リラックスできます。今回は、部活や受験勉

強などで練習に参加できる日が少なかったのが

残念です。高校生になっても歌い続けていきたい

です。

牧□こころ（小3）

私は、ピアノと歌うことが好きです。今、好きな

歌は、 「団歌」と「やさしさにつつまれたなら」

です。舂と夏の一泊の合宿もみんなと一緒で、と

ても楽しいです。思い出にのこる演奏会になるよ

うにがんばって歌います。

峯崎綾（中2）

昨年より一緒にうたえる仲間が増えたので、とて

も嬉しく思っています。今回特に聴いてほしい曲

は「ファーブルさん」です。この曲を歌っていて

考えさせられたこと、学んだことが沢山ありまし

た。難しいところもあったけど、全員で楽しく練

習を重ねてきました。その成果を演奏会で表した

いと思います。

村田愛子（小1）

わたしのすきなたべものは、おうどんと、おに＜

と、たこやきです。にしおか先生は、とってもや

さしいです。ファーブルさんとだんかがいちばん

すきです。きょうはいっしょうけんめいうたいま

す。

村田咲子（小3）

私のとくいな事は、ヴァイオリンとりょう理です。

今日の歌では、ファーブルさんと小鳥の旅が一番

好きです。合唱団の練習はとても楽しいです。本

番はきんちようするかも知れないけど、がんばっ

て歌うので聞いてください。

森万葉（年長）

わたしわ4がつから1ねんせいになります。 1ね

んせいがんばります。わたしわうたがだいすきに

なりました。がっしようだんもがんばります。お

れえちゃんたちやさしいからだいすき。

森菜月（小2）

四月から三年生になります。わたしは、合唱団と

バスケが大好きです。－番好きな歌は「ファーブ

ルさん｣。あと、 「風になる」と「やさしさにつつ

まれたなら」も好きです。大人の人達と歌うとつ

られそうになるけど気持ちいいです。

矢熊光（小2）

ドッジボールと大なわが好きです。学どうほいく

のドッジボール大会ではめちゃめちゃがんばり

ました。今日歌う歌の中では「ファーブルさん

V」が一番好きです。歌しのいみを考えながら－

生けんめい歌います。

癖
◆豊中ユース合唱団・団員名簿（五十音lll頁）

足立友恵

中村反理恵

三好雅子

井関文子

那須麻員惠

橋本直子

大岩さゆり

中美有記

小林真由美

中井靖子

志賀有希

三川綾
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◆プロフィール

西岡茂樹：指揮

1955年兵庫県生まれ。高校時代から合唱の世界に魅了され、合唱

指揮の研鑛に入る。指揮活動の最大の関心は、 「世界に誇ることがで

きる日本固有の合唱芸術の創造」にあり、主として現代日本の創作家

の意欲的な作品をとりあげ続けている。合唱指揮を田中信昭､須賀敬

一の両氏に師事。現在、豊中混声合唱団、豊中ユース合唱団、女声合

唱アルモニ・レジュイ、女声合唱団「あい」等で指揮を務める。大阪

府合唱連盟理事、日本合唱指揮者協会員、奈良産業大学教授。

西岡恵子：ピアノ＆トレーナー

中学・高校で合唱を経験し、神戸女学院大学で声楽を専攻。卒業後、ヤマハ音楽教室講師、

自宅でピアノ指導などを行うが、合唱が恋しくなり豊中混声合唱団に入団、パートリーダー

などを務める。めざましい成長を続ける子供たちに負けじと、指導や伴奏を勉強中。

山岸暘子：ピアノ

神戸女学院大学音楽学部卒業後、渡独。ケルン音大、フライブルク音大（院）室内学科にて

ディプロムを得て卒業。故梅田志づ、宇野紀子、山上明美、Sプロティッチ、H.ボーエ、M

バウマンの各氏に師事。現在、女声合唱アルモニ・レジュイの伴奏を務める等、アンサンブ

ル奏者として、室内楽、伴奏の分野で活躍。

白木絵美：リコーダー

相愛大学音楽学部器楽学科古楽器専攻（リコーダー）卒業。同大学の卒業演奏会、音楽・芸

術大学卒業生による新人演奏会等に出演。第14回西日本リコーダーコンクール~(アンサン

ブル）において最優秀賞を受賞。リコーダーを小林達夫、若林正史、藤田隆、花岡和生、室

内楽・通奏低音を坂本利文、青木好美の各氏に師事。現在関西を中心にソロ奏者として、ま

たアンサンブル等の演奏活動を行っている。リコーダーアンサンブルCECILIA主宰。

野呂朝子：リコーダー

小学校四年生の時豊中市少年少女合奏団に入団。リコーダーの演奏を始める。卒団後も同合

奏団の指導に携わるとともに、アンサンブル"cecilia"を結成し、音楽活動を継続。平

成6年には西日本リコーダーコンクールで最侵秀賞を受賞。その後もアンサンブルで各地の

病院や演奏会などに出演。
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鍔一◆今後の行事予定

大阪府合唱祭（貝塚コスモスシアター）

大阪府合唱連盟・三善晃氏委嘱「葉っぱのフレデイ」再演参加

豊中混声合唱団定期演奏会賛助出演（ザ・シンフォニーホール）
三善晃曲 「葉っぱのフレデイ」

6月13日（日）

7月3日（土）
●

豊中市合唱の夕べ（アクア文化ホール）

夏合宿

豊中市公民館祭

豊中市合唱祭（アクア文化ホール）

第3回定期演奏会予定

7月10B(r)

8月下旬

10月中旬

12月5日（日）

2005年3月頃

jj豊中少年小倉合唱団団員募集中で－す! jj

小学生から中学生の皆さん、いっしょに歌おうよ！

私たちの心を豊かにしてくれる“本物”の歌を歌います

豊中混声、豊中ユース、ママス＆パパスなど、大人と一緒に歌います

音楽的に充実していて、それでいて歌いやすい曲を委嘱していきます

特徴1

特徴2

特徴3

練習日：毎週土曜日 10時～12時

場所 ：中央公民館（曽根)、愛光幼稚園（豊中駅前）

連絡先：西岡(O797-88-1890)、河中(O6-6858-8715)

E-mail :keiko_nishioka@jttk.zaq.nejp

ホームページ:http://homepagel｡nifty.com/nishioka/toyo/

jj豊中ユース合唱団団員募集中で－す1 jj

高校生から大学生の皆さん、いっしょに歌いましょう！

練習日

場所

連絡先

E-mail

ホームページ

毎週日曜日 10時～12時

中央公民館（曽根）ほか

西岡(O797-88-1890)

keiko=nishiokaqttk.zaq.nejp

http://homepagel.nifty.com/nishioka/youth/
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目
を
開
け
て
、
見
る
だ
け
で
よ
か
っ
た
。

耳
を
澄
ま
せ
て
、
聴
く
だ
け
で
よ
か
っ
た
。

ど
こ
に
で
も
な
い
。
こ
の
世
の
目
ざ
ま
し
い
真
実
は
、

い
つ
で
も
目
の
ま
え
の
、
あ
り
ふ
れ
た
光
景
の
な
か
に
あ
る
。

な
く
て
な
ら
な
い
も
の
は
、
自
由
と
、
静
か
な
時
間
と
、

清
潔
な
リ
ン
ネ
ル
の
シ
ャ
シ
と
、
ヒ
ー
ス
で
つ
く
っ
た
パ
イ
プ
。

毎
日
、
青
空
の
下
で
、
お
も
い
き
り
精
神
を
働
か
す
の
だ
。

じ
ぶ
ん
の
人
生
は
じ
ぶ
ん
で
き
ち
ん
と
つ
か
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

フ
ァ
ー
ブ
ル
さ
ん
は
勲
章
や
肩
書
を
き
ら
っ
た
、
権
威
も
。

ペ
コ
ペ
コ
し
た
り
無
理
を
我
慢
し
た
り
は
、
真
シ
平
だ
っ
た
。

シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
は
、
逆
さ
ま
に
し
て
、
メ
ボ
ウ
キ
を
植
え
た
。

そ
れ
か
ら
、
一
お
も
い
に
、
足
で
踏
み
つ
ぶ
し
た
。

と
る
に
た
ら
な
い
虫
、
つ
ま
ら
な
い
虫
、

み
に
く
い
虫
、
い
や
し
い
虫
、
く
だ
ら
な
い
虫
。

フ
ァ
ー
ブ
ル
さ
ん
は
、
小
さ
な
虫
た
ち
を
愛
し
た
。

し
っ
か
り
と
す
わ
っ
た
深
く
澄
み
き
っ
た
目
．

フ
ァ
ー
ブ
ル
さ
ん
は
、
怠
け
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。

黙
っ
て
考
え
、
黙
っ
て
仕
事
を
し
、
恒
ま
し
や
か
に
生
き
た
。

黒
い
大
き
な
フ
エ
ル
ト
の
帽
子
の
下
に
、

I目
立
た
な
い
虫
、
目
に
は
見
え
な
い
よ
う
な
虫
、

Ⅱ フ
ァ
ー
ブ
ル
さ
ん

長

田

弘

「
な
ぜ
」
と
い
う
問
い
、
と
フ
ァ
ー
ブ
ル
さ
ん
は
い
っ
た
。

も
の
の
不
思
議
を
た
ず
ね
、
辛
抱
づ
よ
く
考
え
ぬ
く
こ
と
。

探
究
は
、
た
く
ま
し
い
頭
を
必
要
と
す
る
労
働
だ
。

耳
で
考
え
、
目
で
考
え
、
足
で
考
え
、
手
で
考
え
る
の
だ
。

こ
の
地
球
の
上
で
、
と
フ
ァ
ー
ブ
ル
さ
ん
は
い
っ
た
。

人
間
は
ま
だ
、
し
わ
く
ち
ゃ
の
下
書
き
に
す
ぎ
な
い
。

わ
れ
わ
れ
貧
し
い
人
間
に
さ
ず
か
っ
た
も
の
の
う
ち
で
、

い
ち
ば
ん
人
間
ら
し
い
も
の
と
は
、
何
だ
ろ
う
か
。

ど
ん
な
王
宮
だ
っ
て
、
と
フ
ァ
ー
ブ
ル
さ
ん
は
い
っ
た
。

優
美
さ
に
お
い
て
精
妙
さ
に
お
い
て
、
一
匹
の

カ
タ
ツ
ム
リ
の
殻
に
、
建
築
と
し
て
到
底
お
よ
ば
な
い
。

こ
の
世
の
ほ
ん
と
う
の
巨
匠
は
、
人
間
じ
ゃ
な
い
。

生
き
る
よ
う
に
生
き
る
小
さ
な
虫
た
ち
を
愛
し
た
。

虫
た
ち
は
、
精
一
杯
、
い
ま
、
こ
こ
を
生
き
て
、

力
を
つ
く
し
て
、
じ
ぶ
ん
の
務
め
を
な
し
と
げ
る
。

じ
ぶ
ん
の
で
な
い
生
き
か
た
な
ん
か
け
っ
し
て
し
な
い
。

Ⅲ 偉
大
と
さ
れ
る
も
の
が
、
偉
大
な
の
で
は
な
い
。

美
し
い
と
さ
れ
る
も
の
が
、
美
し
い
の
で
は
な
い
。

最
小
ノ
モ
ノ
ニ
モ
、
最
大
ノ
驚
異
ア
リ
。

フ
ァ
ー
ブ
ル
さ
ん
は
、
小
さ
な
虫
た
ち
を
愛
し
た
。

み
ず
か
ら
す
る
こ
と
を
す
る
、
た
だ
そ
れ
だ
け
だ
。

生
命
と
い
う
の
は
、
す
べ
て
完
全
無
欠
だ
、

ク
ソ
ム
シ
だ
ろ
う
と
、
人
間
だ
ろ
う
と
。

世
の
中
に
無
意
味
な
も
の
は
、
何
一
つ
な
い
。



言
葉
は
、
き
め
の
細
か
な
、
単
純
な
言
葉
が
い
い
。

古
い
方
言
や
諺
や
日
用
品
の
よ
う
に
よ
く
な
じ
ん
だ
三
葉
。

す
っ
き
り
筋
の
と
お
っ
た
も
の
の
言
い
あ
ら
わ
し
か
た
。

言
い
た
い
こ
と
を
、
目
に
見
え
る
よ
う
に
書
く
の
だ
。

理
解
す
る
と
は
、
と
フ
ァ
ー
ブ
ル
さ
ん
は
い
っ
た
。

は
げ
し
い
共
感
に
よ
っ
て
相
手
に
む
す
び
つ
く
こ
と
。

自
然
と
い
う
汲
め
ど
つ
き
せ
ぬ
一
冊
の
本
を
読
む
に
は
、

ま
ず
身
を
か
が
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
．

仕
事
に
疲
れ
た
夜
は
、
ベ
ッ
ド
で
、
好
き
な
本
を
読
ん
だ
。

つ
ね
に
素
晴
ら
し
い
楽
し
み
だ
っ
た
ウ
エ
ル
ギ
リ
ウ
ス
。

ラ
ブ
レ
ー
は
変
わ
ら
ぬ
友
人
だ
っ
た
。
ミ
シ
ュ
レ
も
。

純
真
な
う
・
フ
オ
ン
テ
ー
ヌ
の
一
の
弟
子
だ
っ
た
。

い
つ
も
ク
ル
ミ
の
木
の
ち
い
さ
な
粗
末
な
机
で
書
い
た
。

「
ペ
ン
に
は
、
釣
り
針
に
つ
い
た
エ
サ
の
よ
う
に
、

血
ま
み
れ
の
、
魂
の
き
れ
は
し
が
つ
い
て
い
る
」

い
つ
も
血
の
通
っ
た
言
葉
で
し
か
書
か
な
か
っ
た
。

狭
い
ほ
う
か
ら
し
か
世
界
を
見
な
い
人
た
ち
の
、

と
げ
と
げ
し
い
ま
る
で
人
を
罵
る
よ
う
な
言
葉
。

呪
文
の
よ
う
な
用
語
や
七
む
つ
か
し
い
言
い
ま
わ
し
。

フ
ァ
ー
ブ
ル
さ
ん
は
、
お
高
い
言
葉
に
は
背
を
む
け
た
。

Ⅳ

花
々
の
あ
い
だ
、
言
葉
の
な
か
、
暗
い
木
の
枝
。

石
こ
ろ
だ
ら
け
の
狭
い
山
道
、
日
に
照
ら
さ
れ
た
荒
地
。

高
い
草
、
深
い
沈
黙
に
つ
つ
ま
れ
た
野
シ
原
。

虫
の
羽
音
が
さ
か
ん
に
暖
か
な
空
気
を
震
わ
せ
て
い
る
。

有
頂
天
の
ト
カ
ゲ
、
セ
ミ
の
ジ
ー
ジ
ー
鳴
く
声
、

飛
ぶ
ク
モ
、
コ
ウ
ロ
ギ
の
悲
し
げ
な
声
、
笑
う
北
風
。

フ
ァ
ー
ブ
ル
さ
ん
が
語
っ
た
の
は
、
新
聞
の

朝
刊
が
け
っ
し
て
語
ら
な
い
よ
う
な
世
界
の
言
葉
だ
。

V死
が
き
て
、
フ
ァ
ー
ブ
ル
さ
ん
の
た
く
ま
し
い
頭
か
ら

最
後
に
、
黒
い
お
お
き
な
フ
エ
ル
ト
の
帽
子
を
と
っ
た
。

そ
し
て
、
二
十
世
紀
の
戦
争
の
時
代
が
の
こ
っ
た
、

フ
ァ
ー
ブ
ル
さ
ん
の
穏
や
か
な
死
の
あ
と
に
。

何
一
つ
、
孤
立
し
た
も
の
は
な
い
。

こ
の
地
上
で
、
生
き
る
理
由
と
究
極
の
目
的
を

じ
ぶ
ん
の
う
ち
に
し
か
も
た
な
い
も
の
な
ん
て
な
い
。

も
の
み
な
、
無
限
の
か
か
わ
り
を
生
き
て
い
る
の
だ
。



は
る
か
な
島
か
ら
海
を
こ
え
て

は
る
か
な
国
か
ら
山
を
こ
え
て

小
鳥
の
群
は
わ
た
っ
て
来
る
よ

夜
空
に
高
く
星
を
う
た
い

楽
し
く
森
に
林
に
い
こ
い

小
鳥
の
旅
は
幾
日
幾
月

小
鳥
の
旅

あ
あ
楽
し
く
わ
た
る
よ

は
る
か
な
島
へ
と
海
を
こ
え
て

は
る
か
な
国
へ
と
山
を
こ
え
て

小
鳥
の
群
は
わ
た
っ
て
い
く
よ

海
辺
の
町
の
軒
に
わ
か
れ

谷
間
の
枝
に
ね
ぐ
ら
を
の
こ
し

小
鳥
の
旅
は
幾
日
幾
月

わ
た
り
烏
わ
た
り
烏

わ
た
し
も
夢
を
見
る
小
鳥

あ
の
空
こ
え
て
あ
の
雲
こ
え
て

は
て
な
く
ひ
ろ
が
る
夢
の
つ
ば
さ

1

勝

承

夫

あ
あ
楽
し
く
わ
た
る
よ

南
の
島
へ
と
海
を
こ
え
て

雪
ふ
る
国
へ
と
山
を
こ
え
て

小
鳥
の
群
は
わ
た
っ
て
い
く
よ

思
い
出
多
く
胸
に
秘
め
て

ま
た
来
る
日
ま
で
さ
よ
な
ら
告
げ
て

小
鳥
の
旅
は
幾
日
幾
月

わ
た
り
烏
わ
た
り
烏

わ
た
し
も
歌
の
好
き
な
烏

希
望
を
こ
め
て
よ
ろ
こ
び
こ
め
て

な
か
よ
く
さ
え
ず
る
歌
の
つ
ば
さ

南
の
島
か
ら
海
を
こ
え
て

雪
ふ
る
国
か
ら
山
を
こ
え
て

小
鳥
の
群
は
わ
た
っ
て
来
る
よ

や
さ
し
い
舂
の
花
を
票
た
い

も
み
じ
の
秋
の
木
の
実
を
た
ず
ね

小
鳥
の
旅
は
幾
日
幾
月

2


